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フィッショントラック法による美濃帯の熱史

Thermal history of the Mino Belt using fission track method
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ジュラ紀の付加体とされる美濃帯は、付加してからの経過時間が長いにもかかわらず変成度は決して高くない。
そこで、ＦＴ法により美濃帯の熱履歴を解析し、美濃帯の上昇過程について考察した。フィッショントラック

（F T）法を用いてその熱履歴・付加体の形成過程についての考察を試みた。測定したジルコンの年代値は、約
8 0 M a以上の付加物質の上昇冷却年代を示す値と約5 0～6 0 M aの花崗岩や領家帯の熱影響を受けたと思われる値の
２グループに大別できた。またアパタイトの年代値は約6 0 M aを示した。今回の年代値から美濃帯の上昇速度が遅
いことが示唆された。

付加体はプレートの沈み込む境界に形成される地質体であり、付加体を構成する堆積物の供給過程をはじめと
して、過去の地質過程を記録する貴重な研究フィールドである。中でも堆積物が海溝に達して以来、現在分布す
るように地表に至るまでの付加体進化過程は、大陸の成長やプレート収束域で起こるイベントの影響を受け、こ
れについての情報を与えてくれる。

ジュラ紀の代表的な付加体である美濃帯は、付加してからの経過時間が長いにもかかわらず、変成度は決して
高くない。これは現在地表に露出するジュラ紀の付加体とされている三波川帯と比べても明らかに低い変成度で
ある。四万十帯・三波川帯の研究（e.g., Hasebe et al.,1997）では変成度の違いの原因として、付加体としての上
昇削剥量が少ない、つまり四万十帯では高い変成度の相がまだ地表に現れていないと理解されている。しかし付
加体の進化においてその後の付加体の上昇削剥は連続的に進むのか、それとも臨界点があるのか、連続的に進む
としたらその下位にはなにが露出するのか、まだまだ議論すべき点が多い。そこで本研究では、美濃帯の中でも
放散虫化石による年代層準や詳細なユニット区分などから付加過程の構造が研究されている谷汲地域・美濃地域
を中心に、美濃帯の広域的な範囲に対してフィッショントラック（F T）法を用いてその熱履歴・付加体の形成過
程についての考察を試みた。

試料採集した2 7地点でジルコンの年代測定及び1 0地点のアパタイトの年代測定を行った。測定したジルコンの
年代値は、8地点では1 3 0 M a以上を示し、1 5地点では約8 0～1 2 0 M aを示し、4地点では約5 0 M aを示した。全ての年
代値は美濃帯の堆積年代より明らかに若く、統計学的検定の結果から堆積後の熱影響によるリセット年代と考え
られる。約8 0 M a以上の年代値は、年代を若返らせるような熱源の存在が確認されないため、美濃帯の上昇による
冷却時期を示す年代であると推測される。一方、ジルコンの年代値が約5 0～6 0 M aを示した4地点では花崗岩類や
領家帯とされる変成岩類が近接して露出分布していることやジルコンの年代値が領家帯変成作用のあった時期

（約9 0～6 0 M a）以降を示すことなどから花崗岩類等の熱影響を強く受けたと推測される。つまり美濃帯のジルコ
ンF T年代値は、上昇による冷却年代を示すものと領家帯の変成時期や花崗岩類の貫入時期を示すものの2つに分け
られる。さらに上昇冷却時期を示すジルコンの年代値はトラック長測定で短縮したF Tが多く測定されていること
などから、最高到達温度は約3 0 0℃であったと考えられる。また、ジルコンのF T年代値の地図上の分布は、本研究
地域の南側ほど若く北上するに従って古くなっている。この北ほど古いという分布は、南側ほど地温勾配が高か
ったか、もしくは均質な地温勾配の仮定の下で北部ほど上昇量が少なかったことを示す。約6 0 M aのアパタイト年
代は、ジルコンと同様に上昇冷却年代を示す可能性とともに、ジルコンよりアパタイトが温度上昇に敏感である
ことから花崗岩類による熱影響が及んでいると考えられる。いずれにしてもアパタイトの F T年代値から、約6 0 M a
には現在地表に露出している岩相が地表近くにあったと推測される。

美濃帯堆積岩のジルコンによる上昇冷却年代から地温勾配を仮定して上昇削剥速度を計算すると大きく見積も
っても、＜0 . 7 m m / y rとなる。これは現在の日本中部山岳地帯でダムの堆砂量から見積もられている年平均浸食速
度の数mm/yrと比較しても明らかに小さいため過去削剥停止期間が存在していたことを示唆する。


